
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度 学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業改
善

○「自分自身で『めあて』を設定することで、主体的に学ぶ意
識が高まった」とする生徒が７０％以上

・学習のまとまりごとに生徒自身に「めあて」を設定する場面
を設け、主体的に学ぶ意識を高め、授業を展開していく。
・年に２度アンケート調査を行う。 A

・１月に実施した生徒アンケートによると該当項目につ
いて、78.7％の生徒が「あてはまる」以上の回答で
あった。年間を通して、教員・生とともに、主体的に学
ぶ機会をしっかりとつくることができたと考える。 A

・アンケート調査後の指導がさらに大切だと
思います。
・主体的に学ぶ学習について、更なる研究が
必要であると思います。

○家庭学習の習慣化 ○生徒自らが「起床時間、家庭学習開始時間、就寝時間」を
固定し、学習時間の確保、規則正しい生活の維持に効果が
あったとする生徒が７０％以上

・手帳を有効的に活用し、家庭での学習計画・学習状況を記
録させる。アンケート調査と担任面談を２回以上行う。

A

・１月に実施した生徒アンケートによると該当
の項目について、71.5％の生徒が「あてはま
る」以上の回答であった。目標を達成できた
が、生活全体を通じて、習慣化することの大
切さを指導する必要がある。

A

・面談の回数ではなく、面接が必要な時の適
切な面談をお願いしたい。
・家庭内における家族の協力をいかに働き
かけるのかが重要です。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○道徳アンケートにおいて肯定的な回答をした生徒が７５％
以上
○人権・同和教育研修会に１回以上参加し、教育活動に実践
できたとする教師９０％以上

・保護者・地域に向けた道徳の公開授業を年に１回以上行
う。(ふれあい道徳の実施)
・年に１度以上道徳アンケートを実施する。
・人権・同和教育研修会に１回以上参加し、その成果を授業
等で実践する。

A

・各職員が人権・同和教育の研修に参加す
ることができた。また道徳だけでなく授業・行
事などで生徒の自己肯定感を高める取り組
みを進めることができた。 A

・定期的、計画的な道徳の授業の実施によ
るさらなる質の向上を期待します。
・校外での人権・同和教育への積極的な参
加を。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の
充実

○「いじめの早期発見、早期対応に向けた取組」の項目で肯
定的な回答が教職員、保護者ともに８０％以上

・各学期１回以上の生徒向けいじめアンケートを行う。
・積極的に対策委員会を開き、組織的な対応で早期解決を
図る。 A

・いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
については生徒81％、保護者83％、教職員
100％が肯定的な回答であった。いじめアン
ケートで出た情報について学年と協力して迅
速な対応ができた。

A

・アンケートで表面化しない、いじめにおいて
も対応をお願いしたい。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回
答した児童生徒６０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答を
した児童生徒７０％以上

・今未来手帳に、時間割・日々の出来事を記入、定期考査
前には計画表に学習の状況を記入、提出を指導することで
生徒理解につなげる。
・内閣府の講師派遣事業等を活用して外部講師による講演
を年に１回以上開催し、生徒が将来に向けての目標を持つ
契機とする。

A

・定期考査前には、計画表の作成や今未来
手帳で学習状況の把握を行い、学習意欲の
喚起や学習方法の見直しに活用できた。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童生徒約85％で
あった。

A

・「今未来手帳」への記入が定着しつつある
ようです。

○環境美化 ○生活環境を整え、美しく保とうとする。」の項目で肯定的な
回答が教職員、保護者ともに８０％以上

・生徒の環境美化への意識を高めるために、生徒会活動と
連携して日常の清掃活動を充実させる。

A

「生活環境を整え、美しく保たせることができ
た」について、職員が「ある程度思う」は
100%、生徒は「そう思う」、「ある程度思う」は
92%だった。来年度も継続して指導を行う。

A

・環境美化の為の大掃除は大切な学校行事
であると考えます。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」 ●「健康に良い食事をしている」と回答する生徒が８０％以上 ・家庭科、保健体育、学活の授業で食習慣と健康への理解
を深めさせる。
・生徒会保健委員会による呼びかけを行い、食習慣に対す
る意識を高める。
・年１回以上、生徒向けの食生活アンケートを行う。

A

「健康に食事は大切である」と考え、日々の
食習慣の改善に取り組んでいる」は「そう思
う」「ある程度思う」の計が100%だった。来年
度も継続して指導を行う。 A

・家庭においても共通の認識が必要で、その
協力の呼びかけを強化する必要があるので
はないでしょうか。

〇「望ましい生活習慣の形成」 〇睡眠・食事・学習時間を含めた生活習慣調査で望ましい回
答をする生徒が７０％以上

・学期に１回生活習慣調査を行い、望ましい生活習慣の形
成を意識づける。
・学活等の授業で生活習慣の振り返りを行う。
・調査結果を保護者に知らせ、改善へ向けての支援を依頼
する。

B

「規則正しい生活をしている」について、33%
がそう思う、33%がある程度思う、33%があま
り思わない、という結果だった。来年度は、委
員会活動をさらに活用して、継続指導を行
う。

B

・否定的な考えを持つ生徒の指導が大切に
思います。
・望ましい生活習慣の定着が確実に学力の
向上に繋がるものと思います。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次休暇
の取得日数１４日以上

・ 時間外の補習、部活動の縮減
・ ＩＣＴを活用した業務の効率化と代替、縮減
・ 出退勤システムを活用した時間外勤務の管理 C

・「時間外在校等時間の上限を遵守してい
る」と学校評価最終アンケートで肯定的な回
答をした教職員は、55,0%であった。中間評
価時よりも数字が低下した。

C

・職員のアンケート調査回答率の低下が気
になります。
・職員のタイムマネージメントの意識の更な
る向上を期待します。

○労働環境の改善 ○「時間外業務が縮減された」と回答した教職員 ７０％ 以上
〇「職場の環境改善が行われた」と回答した教職員 ７０％ 以
上

・業務の標準化による縮減
・職員の負担減となる事務用品（機器）の設置
・衛生委員会の協議事項の推進 B

・学校評価最終アンケートにおいて「時間外
業務が縮減された」は60.0%,「職場環境は良
好である」は80.0%,「生活環境を整え美しく保
たせることができた」は95%が肯定的意見で
あった。

B

・AI、ICT等の有効な活用による更なる働き
方改革による教育の質の向上を期待しま
す。

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性と意識の
向上

○特別支援教育に関する専門性が向上したと回答した教員
７０％以上

・月に１度実施される生徒理解協議会の中での情報交換及
び共通認識の確立
・特別支援教育に関する校内研修の実施（中高合同） A

「ある程度そう思う」が100%だった。来年度も教
育相談研修を行い、専門性の向上を図る。 A

・特別支援教育実践の必要性の向上と共
に、それに対応する更なる専門性の向上が
急務であると思います。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○読書指導

○読書活動の充実 ○生徒一人あたりの年間平均貸し出し数、１５冊以上にする ・校内読書会の実施
・朝読書会の実施
・おすすめ本のホップを作成し、紹介する。
・読書感想文コンクールへの応募と文集刊行
・学校図書だよりによる本の紹介

B

・学校評価最終アンケートにおいて、１５冊以
上、本を読んでいる生徒は25%であった。図
書委員にさらに働きかけを強化していきた
い。また、デジタル図書の導入についても積
極的に働きかけを実施していきたい。

C

・本を読む雰囲気づくりが大切だと思いま
す。

◎キャリア教育

○中高６年間を見通し、分野別学習の充実・系統
的なキャリア教育の推進。分野ごとの取り組み
や、生徒が将来の進路や職業について考える機
会の充実

○将来の夢や目標を、学校行事を通して、考えることができ
たと肯定的な回答をした生徒８０％以上

・分野別学習の取り組みについて、生徒全員による発表を
実施する。
・校外研修等では、分野別学習と位置づけ、大学等で研修
を行い、将来の職業への関心を高める。
・高校生、卒業生や高校の先生方による進路講話等を実施
し、目標設定の手助けを行う。

A

・高校の授業参観、高校２年生や高校の先
生による進路講話などを実施して、自分の将
来について考える機会とすることができた。
・将来の夢や目標を、学校行事を通して考え
ることができたと肯定的な回答をした生徒約
75％であった。

A

・中高一貫教育校のメリットを生かし、早期か
らの進学意識の向上をさらに期待したい。

○生徒会活動の充実

○一人一役の係活動の設定と、生徒会活動に積
極的に取り組む生徒の育成

○「生徒会の活動に積極的に参加することができた」と感じる
生徒７０％以上

・各種委員会（月１回）
・生徒総会（年２回）
・生徒会会長選挙及び立会演説会
・一人一役の委員や学級係設置
・対面式、部活動紹介、開校記念遠足、香楠祭、PTA役員と
の懇談会、人権集会、３年生を送る会など、学校行事の企
画・運営や渉外対応を行う。

A

・「生徒会活動に積極的に参加できた」は「そ
う思う」「ある程度そう思う」と回答した生徒・
教員ともに70％以上を得ることができ、成果
指数は達成できた。引き続き行事の選別や
各行事で見つかった課題を改善していきな
がら、一人一役の係活動の設定と、生徒会
活動に積極的に取り組む生徒の育成目指
し、来年度は80％を目指していきたい。

A

・組織での活動は、社会や仕事においても有
効なスキルなので地域も含めて積極的に活
動して欲しい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・本年度は、全ての学校行事をコロナ禍以前の形式に戻して実施した。特に、職場体験・学校祭・キャリアプランニングセミナー・関西修学旅行など生徒にとって大変有意義な教育活動を行うことができた。来年度も継続していきたい。
・志を高める教育の「キャリア教育」は、全学年予定通りに実施できた。特に３年生においては大学の講義受講と工場見学を行い将来の夢や目標を考え、各々の進路意識の向上につながった。これも同じく来年度も継続していく。
・心の教育、「いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実」については、生徒からのいじめのサインをさらにスピーディーに覚知、認知して来年度は年間を通じてのA評価を目指す。
・健康・体つくり、「望ましい生活習慣の形成」については、特に家庭での携帯電話（スマートフォン）の使用法（ＳNＳへの対応）の指導を強化し、更なる望ましい生活習慣の確立を目指す。
・「労働環境の改善」については、職員の授業時間数等に配慮し、余裕のある労働環境を構築し、年間を通じてのA評価を目指したい。
　

２　学校教育目標

校訓である 「知を愛し、和を敬い、心を培え」を踏まえ、高い知性と豊かな人間性、たくましい心身を培い、高い使命感を持って社会の発展に貢献する人材を育成する。
（１）幅広い知識と深い教養を身に付けさせ、論理的思考力と豊かな表現力を育てる。
（２）敬愛・共働の精神を育み、高い倫理観と公正な判断力を育てる。
（３）強い意志と健やかな身体を鍛え、自己実現と社会発展に真摯に取り組む態度を育てる。

３　本年度の重点目標

・希望進路を叶える確かな学力の育成

・心身の健康と豊かな人間性の育成

・自ら進んで社会に貢献できる素養の育成

・学校の魅力づくりの推進（探究活動・生徒研修の充実）

学校名 佐賀県立香楠中学校

４　重点取組内容・成果指標

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上については、「主体的、対話的で深い学び」の授業を目指し、「めあて」を自主的に設定する授業に取り組み、それに対する生徒の意識の向上が顕著に見られた。三点固定等の取り組みも今未来手帳の積極的な活用、家庭における
協力を得ながら、向上してきている。来年度も継続したい。
・豊かな人間性の育成については、道徳教育、人権・同和教育の質の向上により、いじめの発生件数が減少した。SNSのトラブル等も皆無となり、来年度も継続していきたい。　また、望ましい生活習慣の育成についても、生徒、保護者共に意識は
向上してきており、これが学力の向上にもつながるものと確信している。
・中高一貫教育校の特色として積極的に取り組んでいるキャリア教育では、学年別の探究活動や分野別学習、卒業生等外部講師を招いての進路講話は、PTA等の外部からも好評を得ている。引き続き継続していきたい。
・職員の働き方改革については、ICTの取り組みとして、自動採点システムが定着してきているものの一人一人のタイムマネージメントに関する意識の向上に至っていない点には、課題を残している。
・図書活動の充実については、今年度「ビブリオバトル」への取り組み等国語科を中心として新しい取り組みを実施した。来年につなげていきたい。
・初めての体育祭の室内開催等、生徒会活動については、生徒主体の活動ができている。さらに継続していきたい。

最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

重点取組
具体的取組


